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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と

い
う
非
常
事
態
に
対
し
、
さ
ぞ
か
し
ご

心
痛
、
ご
苦
労
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

外
出
の
自
粛
な
ど
で
感
染
防
止
に
努
め

る
し
か
な
い
こ
と
が
も
ど
か
し
く
思
え

ま
す
が
、
世
界
中
の
人
と
心
を
一
つ
に

し
て
こ
の
異
常
事
態
を
一
日
も
早
く
収

束
す
る
よ
う
力
を
尽
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

４
月
・
５
月
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け

て
自
粛
の
成
果
が
出
た
の
か
、
わ
が
国

に
お
い
て
も
首
都
圏
や
一
部
地
域
を
除

い
て
新
規
感
染
者
数
が
減
少
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来

て
お
り
ま
す
が
、
社
会
全
体
の
回
復
に

は
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
。
国
や
地
方
自
治
体
で
は
、
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
社
会
全
般
に
お
い
て
密

閉
・
密
集
・
密
接
の＂
三
密
＂を
避
け
る

新
し
い
生
活
様
式
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

48
会
執
行
部
に
お
い
て
も
、
会
か
ら

感
染
者
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
強
く

諫
め
、
し
ば
ら
く
は
人
が
多
く
集
ま
る

会
合
や
行
事
を
中
止
し
、
感
染
防
止
に

万
全
を
期
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
最
大
の
懸
案
は
第
22
回
定

期
総
会
の
開
催
の
是
非
を
め
ぐ
る
問
題

で
し
た
。
準
備
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
４
月
・
５
月
の
状
況
は
非
常
に
厳

し
く
、
例
年
ど
お
り
６
月
の
第
二
土
曜

日
に
総
会
を
開
く
べ
き
な
の
か
、
持
ち

回
り
二
役
会（
会
長
・
副
会
長
・
幹
事

長
・
副
幹
事
長
）で
意
見
聴
取
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
殆
ど
の
役
員
が
定
期

総
会
を
中
止
す
る
こ
と
に
賛
同
い
た
し

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
２
０
年
度
の
活
動
方

針
や
予
算
計
画
を
会
員
の
皆
様
に
、
い

か
に
周
知
・
承
認
い
た
だ
け
る
か
と
、

専
門
家
の
意
見
も
交
え
検
討
を
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
一
堂
に
会
す
る
代
わ

り
に
二
役
お
よ
び
常
任
幹
事
に
お
い
て

書
面
で
決
済
し
、
定
期
総
会
と
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
上
程
す
る
議
案
は
、
①
２
０

１
９
年
度
事
業
報
告
、
②
２
０
１
９
年

度
決
算
報
告
お
よ
び
会
計
監
査
報
告
、

③
２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
案
、
④
２

０
２
０
年
度
予
算
案
、
⑤
２
０
２
０
年

度
48
会
役
員
・
幹
事
案
、
の
５
議
案
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
次
頁
以
下
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
が
、
執
行
部
で
は
こ
の

議
案
書
を
作
成
し
意
見
書
・
承
諾
書
を

つ
け
て
前
述
の
二
役
お
よ
び
常
任
幹
事

に
郵
便
で
賛
否
を
問
い
ま
し
た
。

　

送
付
件
数
は
21
、
全
員
の
賛
成
を
得

て
、
上
程
し
た
議
案
は
全
会
一
致
で
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

２
０
２
０
年
度
の
予
算
執
行
も
可
能
と

な
り
、
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ご
賢
察
い
た
だ
き
、

ご
承
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
が
こ
の
状
況
下
で
安
寧
に
お
過

ご
し
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
白
門
48
会
会
長　

榎
本
真
一
）

　

白
門
48
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
際
し
、
会
長
・
副
会
長
、
幹
事
長
・
副
幹
事
長
の
二
役
で

構
成
す
る
二
役
会
の
持
ち
回
り
会
議
を
行
い
、
２
０
２
０
年
度
定
期
総
会
を
中
止
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

総
会
で
議
決
す
べ
き
議
案
は
幹
事
会
に
て
書
面
決
済
し
、
賛
成
・
承
認
を
得
た
う
え
で
、
２
０
２
０
年
度
事
業

を
執
行
い
た
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
本
会
報
に
て
議
案
提
示
を
致
し
ま
す
の
で
、
ご
承
認
く
だ
さ
い
。

感染拡大前に開催した新年会での集合写真

新型コロナウィルス感染防止に新型コロナウィルス感染防止に
配慮し、幹事会で書面決済配慮し、幹事会で書面決済

定
期
総
会
中
止
‼ 



2

令
和
２
年 

古
希
を
祝
う
新
年
会
開
催
報
告

　

１
月
29
日
㈬
18
時
よ
り
、
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
東
館
翡
翠
の

間
に
お
い
て
同
期
生
会
員
35
名
が
古

希
を
祝
う
新
年
会
を
盛
大
に
開
催
し

た
。
受
付
会
計
担
当
は
水
野
副
会
長
、

司
会
進
行
担
当
は
佐
藤
愛
子
幹
事
長
。

　

ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
後
輩
講
談
師
・

一
龍
斎
貞
奈
さ
ん
（
２
０
０
９
年
商

学
部
卒
）
の
登
壇
で
、
男
性
一
色
近

い
祝
宴
会
場
は
一
気
に
華
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
た
。
高
座
で
は
古
希

に
ま
つ
わ
る
噺
も
あ
り
、
70
年
の
人

生
に
想
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
の
快
演

と
な
っ
た
。

　

榎
本
会
長
か
ら
新
年
挨
拶
、
昨
年

の
様
々
な
活
動
報
告
、
２
０
２
０
年

の
抱
負
が
語
ら
れ
た
。
酒
井
総
長
か

ら
は
大
学
の
現
況
な
ど
詳
細
な
報
告
、

林
常
任
理
事
の
乾
杯
発
声
で
は
、
茗

荷
谷
、
多
摩
、
駿
河
台
記
念
館
の

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
進
捗
状
況
の
説
明

が
あ
っ
た
。２
０
２
３
年
は
私
た
ち

の
卒
業
50
周
年
に
当
た
り
、
法
学
部

都
心
移
転
や
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ

た
駿
河
台
記
念
館
が
披
露
さ
れ
る
記

念
す
べ
き
年
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

祝
電
披
露
後
、
し
ば
し
歓
談
に
入

り
、
瀨
川
幹
事
の
叙
勲
（
旭
日
小
綬

章
）
を
皆
で
お
祝
い
し
、
続
い
て
箱

根
駅
伝
報
告
と
今
後
の
見
通
し
（
新

倉
、
井
沢
幹
事
）、
ま
た
昨
年
の
白

門
レ
ガ
ッ
タ
で
の
ボ
ー
ト
２
チ
ー
ム

の
活
躍
報
告
（
長
谷
川
副
幹
事
長
～

銅
メ
ダ
ル
獲
得
披
露
）、
全
米
さ
く

ら
の
女
王
招
致
進
捗
状
況
（
左
居
副

会
長
）、
北
海
道
分
会
設
立
＆
函
館

大
沼
周
辺
へ
の
古
希
記
念
旅
行
（
川

瀬
幹
事
）、
昨
年
の
熊
野
古
道
旅
行

感
想
（
中
村
敏
子
会
員
）
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
発
表
が
あ
っ
た
。
久
々
参
加

の
國
領
監
事
か
ら
の
響
き
渡
る
エ
ー

ル
、
菊
田
幹
事
リ
ー
ド
に
よ
る
応
援

歌
、
山
口
前
会
長
の
景
気
よ
い
三
本

締
め
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

　

全
員
で
の
集
合
写
真
撮
影
後
は
二

次
会
で
24
名
の
参
加
者
が
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
と
か
。
ま
だ
寒
さ
が
厳

し
い
日
だ
っ
た
が
会
場
は
熱
気
が
溢

れ
、
ま
だ
ま
だ
元
気
な
70
歳
の
仲
間

た
ち
で
あ
っ
た
。

�

（
白
門
48
会
幹
事
長　

佐
藤
愛
子
）

【第１号議案】

酒井総長

講談師 
一龍齋貞奈さん

林常任理事
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【第２号議案】
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【第３号議案】 2020年度事業計画
定例行事・活動予定イベント名 開催予定有無 開催予定日 場　　所

第22回総会・懇親会6月 中止 7月 小田急センチュリーサザンタワー
定例幹事会 中止 4月13日、5月12日 神保町一ツ橋ビル
定例幹事会 未定 7月、9月、11月、3月 神保町一ツ橋ビル
総会案内＆会報発行作業 ○ 7月
全日本大学駅伝予選会応援 中止 7月
東都大学野球観戦、応援 未定 秋（春中止） 神宮球場
暑気払い（幹事会兼ねる） 中止 7月又は8月 未定
ホームカミングデー参加 中止 10月7日 多摩キャンパス
箱根駅伝予選会応援

未定

10月 立川昭和記念公園
全日本駅伝応援 11月 伊勢
ゴルフコンペ 11月 未定
白門レガッタ出場・応援 12月 戸田ボート場
ボート同好会定期練習（月２回程度）
ふぐとカニを食する忘年会 12月末 横浜桜木町
箱根駅伝本戦応援・懇親会 1月2~3日 箱根大平台5区、６区他、小田原
ラグビー部支援交流会 2月末 新宿
花見会 3月末 未定
ぶらり散策（年２～３回） 未定 未定
温泉、旅行 未定 未定

新企画予定
古希記念旅行（函館、大沼方面） 延期 9月→来年度へ

北海道
北海道支部創設 延期 9月→来年度へ
同期生による講演会 未定 未定
古典芸能鑑賞、音楽鑑賞（中大生・OB支援） 未定 未定

大学・学員会活動参加（上記以外）
年次支部協議会

未定学員総会＆協議員総会
他支部交流

第3号議案　2020年度　事業計画について
　2020年度は、特例として新型コロナウィルス感染症拡
大の影響により状況を判断しながら、通常の活動より縮小
して行います（延期、中止等変更あり）。
1.�定時幹事会及び懇親会の開催（注1）（オンラインWEB会議開催有）

2.�会報31号の発行（2020年7月予定）
3.�支部行事並びに各種同好会活動
4.�第29回ホームカミングデーへの組織参加（10月7日中止
決定）
5.�ホームページ更新（随時）
6.�新規会員の勧誘
7.�中央大学学員会他支部との交流
8.�学生スポーツ、文化活動支援（大学駅伝応援他）
（注1）�4月、5月の幹事会懇親会、6月総会懇親会は中止となりました。
� 7月以降、原則隔月12日（土日祝日になった場合は、原則前後

の金、月曜日に変更）18時～定例幹事会を神保町の学員会本部
事務局内にある会議室で開催し、幹事会終了後、会場付近で
懇親会を開催します。幹事以外の方の参加も大歓迎です。

� 2020年度は、9月、11月、3月の幹事会は原則12日、8月暑気払い、

12月忘年会、1月新年会は日程未定です。（変更、中止あり）

●今後の2020年度の各種イベント等の予定事業計画は上
表のとおりです。

第4号議案　2020年度　予算について
　2020年度予算は次頁のとおりです。今年度は大幅な事
業縮小が見込まれるので通常より大幅に減額して計上して
あります。
（注）�①新型コロナウイルス感染症拡大の影響による、支援協力金（募

金）を計上しました。
� ②支出の部、年次支部協議会年会費以外の補助金（昨年度未払

い分）を今年度に計上しました。
大学・学員会が行う経済困窮学生への奨学金支援募金に、48会とし
て協力したいと考えております。

第5号議案　2020年度　48会役員・幹事について
　2020年度は役員選出協議が困難なので、事業等の実務
を速やかに遂行するため現体制を継続します。
　ただし新任幹事に大橋恒夫氏（経卒）を追加推薦しました。
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【第5号議案】 2020年度48会役員・幹事

会　　長 榎本　真一（文学部）
副 会 長 左居　康雄（法学部）

佐藤　　豊（経済学部）
水野　勝敏（商学部）（会計部会兼務）
島崎　　修（理工学部）
川名まゆみ（文学部）

幹 事 長 佐藤　愛子（文学部）
副幹事長 三森　孝悦（理工学部）（事業部会）

長谷川孝雄（理工学部）（事務局）
江川　修司（商学部）（会計部会）
小林　　裕（文学部）（広報部会）
坂本　賢一（経済学部）（ＨＰ）

常任幹事 山口　隆司（理工学部）、小田　眞一（商学部）、
菊田　和行（法学部）、 佐山　洋一（経済学部）、
宮崎　謙一（法学部）、 藤野美知子（文学部）、
山下　三雄（理工学部）、井沢　和夫（商学部）

地方支部 黒羽　一記（文学部）関西支部長�
三澤　壯義（商学部）東北支部長
橋本　　博（経済学部）九州支部長

会計監査 東海林　正（法学部）
國領　義男（経済学部）

幹 事
（法学部）13名
安藤正敏、植野（河原）妙実子、遠藤利明、太田哲次、
大森悦朗、金子健治、工藤容、菅原進、瀨川徹、�
利根川永司、成田清治、林勘市、宮原恒則（九州）
（経済学部）9名
石川武信（関西）、内尾裕康（九州）、柏山徹郎（東北）、
狩俣健（関西）、川口政憲、小林政志、新倉利明、�
福島久男、大橋恒夫（新）
（商学部）14名
赤羽進一郎、石川哲矢、石坂隆（長岡）、石村博義、
大友（松田）有介（東北）、川島直人、久保原昇（長岡）、
酒井正三郎、島田正文、白井唯博、高木英一（四国）、
平墳裕子、湯川修、横田利久（関西）
（理工学部）7名
小野塚喜代一、川瀬俊吉、鈴木実、福岡悟、堀井勉、
細谷教雄、塩野昇
（文学部）10名
飯塚恭子、石田雅美、木村廉平（新潟）、小林秀男、
弘中（下島）真知子、三橋隆、宮本孝（九州）、矢島昇、
吉澤（根本）史子、若狭秀巳

【第４号議案】 2020年度予算
収入の部 支出の部

科　　目 金　額 科　　目 金　額
会費 300,000 事業費 475,000

100名　@3,000円 300,000 会報号作成費（31号） 200,000
ホームページ維持管理費 40,000

臨時会費 235,000 新年会（懇親・二次会） 235,000
新年会参加費（25名分） 175,000
新年会二次会参加費（20名分） 60,000 渉外費 145,000

年次支部協議会 35,000
広告料 15,000 他支部総会等祝金 10,000

会報31号掲載分（名刺広告） 15,000 募金（経済困窮学生への支援） 100,000

学員支部補助金 100,000 慶弔費 5,000
支部活動補助金（2020年度） 100,000 電報代（祝電・弔電） 5,000

預貯金利息 1 1 広告宣伝費 0 0

雑費 105,000
文具・消耗品代 20,000
通信運搬費 60,000
振込手数料 5,000
徴収料金 20,000

当 年 度 収 入　 計 650,001 当 年 度 支 出 計 730,000
前 年 度 繰 越 金 1,168,231 次 年 度 繰 越 金 1,088,232

合　　　　計 1,818,232 合　　　　計 1,818,232
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東
都
リ
ー
グ
優
勝

左
居
　
康
雄（
法
卒
）

　

15
年
ぶ
り
の
優
勝
が
懸
か
っ
た
立

正
大
学
と
の
第
２
戦
は
、
７
回
を
終

え
て
５
対
１
の
劣
勢
、
試
合
の
流
れ

も
立
正
大
に
傾
き
、
然
も
雨
ま
で
降

り
出
し
応
援
に
駆
け
付
け
た
Ｏ
Ｂ
の

一
部
は
『
最
早
こ
れ
ま
で
か
』
と
席

を
立
ち
始
め
、
私
も
同
様
に
動
こ
う

と
し
た
が
、
ふ
と
『
勝
負
は
下
駄
を

履
く
ま
で
は
分
か
ら
な
い
！　

諦
め

る
な
』
の
思
い
が
よ
ぎ
り
思
い
と
ど

ま
っ
た
。

　

８
回
表
は
0
点
に
抑
え
、
そ
の
裏

9
番
坂
巻
出
塁
、
1
番
凡
退
、
2
番

五
十
幡
ヒ
ッ
ト
で
1
死
1
・
2
塁
と

し
3
番
内
山
タ
イ
ム
リ
ー
2
塁
打
で

1
点
。
4
番
牧
四
球
で
1
死
満
塁
。

5
番
内
潟
四
球
で
押
し
出
し
1
点
。

6
番
小
野
寺
ヒ
ッ
ト
で
1
点
。
8
番

大
工
原
四
球
で
押
し
出
し
1
点
。
打

者
一
巡
し
、
9
番
坂
巻
の
時
に
暴
投

と
エ
ラ
ー
で
2
点
が
入
り
、
こ
の
回

6
点
で
7
対
5
と
逆
転
。

　

9
回
表
は
1
点
に
抑
え
ス
コ
ア
は

7
対
6
で
勝
利
。
正
に
神
懸
か
り
的

な
逆
転
劇
で
あ
っ
た
。

　

奇
し
く
も
当
日
は
熊
野
三
山
に
詣

で
た
仲
間
達
と
の
直な
お

会ら
い

と
重
な
り
参

加
さ
れ
た
酒
井
総
長
に
快
挙
を
報

告
。
一
同
で
優
勝
の
美
酒
に
浸
っ
た
。

き
っ
と
熊
野
の
神
様
の
御
利
益
の
賜

物
に
違
い
な
い
。

　

そ
の
後
大
学
日
本
一
を
決
め
る
神

宮
大
会
が
開
催
さ
れ
、
11
月
18
日
に

東
海
大
学
と
戦
い
敗
退
。
日
本
一
は

逃
し
た
が
、
会
員
た
ち
は
懸
命
な
応

援
を
繰
り
広
げ
た
。

白
門
レ
ガ
ッ
タ
で
決
戦

長
谷
川
孝
雄（
理
工
卒
）

　

今
回
も
白
門
レ
ガ
ッ
タ
に
48
会
か

ら
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
朝

か
ら
快
晴
、
絶
好
の
ボ
ー
ト
日
和
で

す
。
チ
ー
ム
Ａ
は
酒
井
総
長
、
榎

本
、
山
口
、
山
下
、
チ
ー
ム
Ｂ
は
瀬

川
、
菊
田
、
高
子
、
長
谷
川
の
各
４

名
。
佐
藤
幹
事
長
も
朝
か
ら
応
援
に

駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

実
は
直
前
に
チ
ョ
ッ
ト
し
た
ハ
プ

ニ
ン
グ
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
ギ
ッ

ク
リ
腰
で
参
加
が
お
ぼ
つ
か
な
い
と

の
事
。
事
務
局
に
代
役
を
立
て
て
も

ら
い
、
無
事
に
両
チ
ー
ム
と
も
出
場

出
来
ま
し
た
。

　

順
位
決
定
方
法
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご

と
の
予
選
と
決
勝
。
我
々
は
一
般
男

子
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
老
人
男
子
で
は

あ
り
ま
せ
ん
ゾ
！
）
で
、
予
選
は
16

チ
ー
ム
が
4
組
に
分
か
れ
て
の
レ
ー

ス
で
す
。
決
勝
に
進
め
る
の
は
各
組

の
1
位
と
、
２
位
の
中
で
の
最
高
タ

イ
ム
チ
ー
ム
に
な
り
ま
す
。

　

結
果
、
チ
ー
ム
Ａ
が
１
位
、
チ
ー

ム
Ｂ
は
２
位
な
が
ら
持
ち
タ
イ
ム
で
、

両
チ
ー
ム
と
も
決
勝
に
進
む
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
48
会
か
ら
出
場
し
た

２
チ
ー
ム
が
ベ
ス
ト
５
、
快
挙
で
す
。

　

と
い
う
事
で
決
勝
ス
タ
ー
ト
。
予

選
で
は
別
々
だ
っ
た
の
で
チ
ー
ム
Ａ
、

Ｂ
の
決
着
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
結
局
チ
ー
ム
Ｂ
の
勝
ち
。
し
か

も
チ
ー
ム
Ｂ
は
３
着
入
賞
の
オ
マ
ケ

付
き
。
白
門
レ
ガ
ッ
タ
に
出
続
け
る

事
６
回
目
で
初
め
て
の
銅
メ
ダ
ル
。

レ
ー
ス
後
の
懇
親
会
、
反
省
会
の
美

酒
の
美
味
し
か
っ
た
こ
と
。

第
96
回
箱
根
駅
伝

新
倉
　
利
明（
経
卒
）

　

令
和
２
年
１
月
２
日
、
３
日
、
恒

例
の
箱
根
駅
伝
応
援
が
大
平
台
ヘ
ア

ピ
ン
カ
ー
ブ
で
行
わ
れ
た
。

　

予
選
会
を
辛
う
じ
て
首
の
皮
一

枚
で
突
破
の
第
10
位
通
過
の
母
校
、

シ
ー
ド
権
獲
得
に
一
縷
の
期
待
を
懸

け
つ
つ
も
予
選
会
の
結
果
も
あ
り
高

揚
感
が
今
一
つ
湧
か
な
い
ま
ま
出
立
。

　

ま
た
台
風
19
号
の
影
響
で
長
期
不

通
の
箱
根
登
山
鉄
道
、
代
替
バ
ス
の

運
行
状
況
に
不
安
を
募
ら
せ
た
が
、

ほ
ぼ
定
刻
に
定
点
の
応
援
場
所
に
立

つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
５
区
山
登
り
は
３
年
生
の
畝
拓

夢
君
、
シ
ー
ド
圏
外
で
４
区
か
ら
襷

を
受
け
継
ぎ
、
大
平
台
で
は
拓
夢

コ
ー
ル
を
背
に
な
か
な
か
軽
快
な
走

り
で
急
坂
を
登
っ
て
行
っ
た
。

　

彼
の
区
間
順
位
は
９
位
、
往
路
成

績
は
13
位
で
あ
っ
た
。
ひ
と
昔
前
な

ら
シ
ー
ド
権
外
の
成
績
で
荒
れ
た
新

年
昼
食
会
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
予

選
会
常
連
の
こ
こ
数
年
、
無
事
襷
を

繋
ぎ
往
路
を
終
え
た
こ
と
で
ま
ず
は

穏
や
か
な
会
に
。

　

復
路
は
自
宅
で
孫
と
テ
レ
ビ
応
援
。

巻
き
返
し
を
期
待
し
て
い
た
が
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
な
展
開
に
な
ら
な
い
。

　

最
初
で
最
後
の
箱
根
駅
伝
を
、
唯

一
人
の
４
年
生
と
し
て
走
っ
た
二
井

康
介
君
が
、
区
間
総
合
順
位
12
位
で

ゴ
ー
ル
。

　

今
年
も
ま
た
シ
ー
ド
権
に
は
届
か

な
か
っ
た
が
、
二
井
君
は
区
間
６
位

の
見
事
な
走
り
。

　

彼
の
ゴ
ー
ル
後
の
懸
命
に
走
り

切
っ
た
と
い
う
よ
う
な
晴
れ
晴
れ
と

し
た
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

今
年
は
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
へ
、
仙

台
育
英
の
吉
居
大
和
君
、
世
羅
の
中

野
翔
太
君
ら
有
望
な
新
入
生
が
加
わ

る
。
最
多
優
勝
、
最
多
出
場
を
誇
る

中
央
大
学
、
こ
こ
数
年
の
低
迷
か
ら

の
捲
土
重
来
の
布
陣
を
整
え
つ
つ
あ

る
。
期
待
し
た
い
。

雨天の下劇的な逆転優勝を決める

予選首位通過で喜色満面のチームＡの面々

大平台に立てた喜びあふれる応援団

５区畝選手

10区
二井選手
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ゼ
ミ
学
生
の
プ
レ
ゼ
ン

山
下
　
三
雄（
理
工
卒
）

　

令
和
元
年
11
月
5
日
、
理
工
学
部

6
号
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
標
記

の
研
究
発
表
会
に
白
門
48
会
の
メ
ン

バ
ー
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
近

の
学
生
さ
ん
は
私
た
ち
の
頃
に
比
べ

て
よ
く
勉
強
し
て
い
る
な
あ
と
感
じ

ま
し
た
。
私
ど
も
の
学
生
時
代
は
ス

ト
や
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
も
あ
り
騒
然
な

時
代
で
、
静
か
な
環
境
で
な
か
っ
た

こ
と
を
言
い
訳
に
、
あ
ま
り
勉
強
し

な
か
っ
た
と
今
に
な
っ
て
深
く
反
省

し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

当
日
テ
ー
マ
は
食
品
ロ
ス
・
農
泊

利
用
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
地
元
野
菜

に
よ
る
健
康
水
準
の
向
上
の
3
つ
で

し
た
。
い
ず
れ
も
地
方
に
お
い
て
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
基
本
に
し
た

も
の
で
、
な
か
な
か
の
労
作
で
し
た
。

私
ど
も
ロ
ー
ト
ル
か
ら
の
結
構
き
つ

い
質
問
も
あ
り
ま
し
た
が
、
学
生
と

と
も
に
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
６
号
館
の
最
上
階
で
懇
親

会
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
展
望
に
見

と
れ
な
が
ら
現
役
学
生
の
皆
様
と
親

交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
長
く
続
く
よ
う
期
待
し
て
い

ま
す
。

熊本から

す
ば
ら
し
い
鉄
人
と
の 

出
合
い

内
尾
　
裕
康（
経
済
学
部
卒
）

　

ゴ
ル
フ
練
習
場
で
ア
プ
ロ
ー
チ

の
練
習
を
し
て
い
た
時
、「
ど
こ
を

狙
っ
て
打
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？
」

と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
ゴ
ル
フ
の
鉄

人（
後
の
師
匠
）と
の
出
合
い
で
あ
る
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
ゴ
ル
フ
に
熱
中

し
、
雑
誌
・
ビ
デ
オ
を
参
考
に
時
間

を
惜
し
ま
ず
練
習
に
励
ん
だ
。
レ
ッ

ス
ン
プ
ロ
に
指
導
を
受
け
た
こ
と
も

あ
り
、
そ
れ
な
り
の
知
識
を
持
っ
て

い
る
と
の
自
負
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

鉄
人
の
ゴ
ル
フ
理
論
を
聞
く
た
び
に

私
が
築
い
て
き
た
ゴ
ル
フ
城
が
砂
城

の
ご
と
く
崩
れ
去
っ
て
い
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
出
合
い
を
機
に
鉄
人

に
師
事
し
４
年
に
な
る
。
自
分
で

言
う
の
も
な
ん
だ
が
ス
イ
ン
グ
改
造

が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思
う
。
ま

た
、
最
近
ゴ
ル
フ
仲
間
か
ら
良
い
ス

イ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
高
い
評
価
を

得
、
師
匠
か
ら
も
合
格
点
を
も
ら
っ

た
。
ま
さ
に
至
福
の
喜
び
で
あ
る
。

　

こ
れ
も
、
す
ば
ら
し
い
鉄
人
と
の

出
合
い
の
な
せ
る
業
で
は
な
い
か
と

感
謝
す
る
ば
か
り
だ
。

　

今
後
も
師
匠
の
指
導
の
も
と
弛
み

の
な
い
気
持
ち
で
、
弛
み
の
な
い
ス

イ
ン
グ
練
習
を
し
、
エ
イ
ジ
シ
ュ
ー

ト
達
成
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
う
。

　

最
後
に
私
の
座
右
の
書
を
ご
紹
介

し
よ
う
。
ベ
ン
・
ホ
ー
ガ
ン
著『
モ

ダ
ン
ゴ
ル
フ
』で
あ
る
。

川口から

48
会
に
た
ど
り
着
く
道

大
橋
　
恒
夫（
経
卒
）

　

川
口
生
ま
れ
で
川
口
育
ち
、
現
在

も
川
口
に
居
住
（
48
会
に
川
口
出
身

が
３
名
在
籍
）し
て
い
ま
す
。

　

私
は
中
大
卒
業
と
同
時
に
今
の
会

社
に
入
社
し
ま
し
た
が
、
34
歳
の
夏

の
終
わ
り
頃
会
社
に
辞
表
を
出
し
、

ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
て
ふ
と
神
宮
球
場

に
行
き
東
都
大
学
リ
ー
グ
の
野
球
観

戦
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
校
歌
、
応

援
歌
を
覚
え
ま
し
た
（
惜
別
の
歌
は

知
っ
て
お
り
ま
し
た
が
）。
そ
れ
か

ら
薄
ら
と
母
校
愛
が
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
26
年
ぶ
り
に
東
京
に
戻

り
、
神
宮
球
場
に
応
援
に
行
き
ビ
ッ

ク
リ
し
た
の
は
チ
ア
の
応
援
で
す
。

涙
が
出
る
く
ら
い
の
感
動
で
し
た
。

昔
は
男
子
が
多
い
応
援
で
し
た
の
で
、

ま
た
少
し
母
校
愛
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

　

最
初
は
各
地
の
白
門
会
（
札
幌
、

川
口
）
に
入
り
、
そ
れ
な
り
に
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
京
に
戻
っ

て
３
、４
年
し
て
か
ら
、
取
引
先
の

社
長
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
半
澤
さ
ん

（
現
46
会
支
部
長
）
と
親
し
く
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
半
澤
さ
ん

は
白
門
46
会
の
幹
事
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
年
次
支
部
の
存
在
や
48

会
の
幹
事
で
あ
る
佐
藤
愛
子
さ
ん
を

教
え
て
く
だ
さ
り
、
半
澤
さ
ん
か
ら

も
連
絡
し
て
い
た
だ
き
入
会
、
無
事

今
日
に
至
っ
た
訳
で
す
。

　

そ
の
後
は
自
身
の
体
調
等
も
あ
り

積
極
的
に
は
48
会
活
動
に
参
加
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
活

動
の
幅
を
大
き
く
し
な
が
ら
、
何
か

あ
れ
ば
お
手
伝
い
も
し
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

札
幌
勤
務
も
長
か
っ
た
の
で
北
海

道
の
観
光
地
、
グ
ル
メ
な
ど
の
お
問

い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
何
な
り
と
言
っ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
の
会
社
に

辞
表
は
出
し
ま
し
た
が
現
在
も
勤
務

し
て
い
ま
す
。（
笑
い
）

俳
句
コ
ー
ナ
ー�

三
橋
　

隆た
か
し

選

流
氷
の

鳴
く
空
は
る
か

オ
ホ
ー
ツ
ク	

坂
本　

賢
一（
経
卒
）

〔
評
〕	

北
海
道
の
北
方
の
海
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
波
に
揺
れ
な
が
ら
、
た
く
さ

ん
の
流
氷
が
音
を
立
て
て
い
る
。
あ
ち
こ
ち
で
ぶ
つ
か
り
合
い
、
す

れ
合
い
、
重
な
り
合
っ
て
聞
こ
え
る
音
は
、
ま
さ
に「
流
氷
が
鳴
い
て

い
る
」の
で
あ
る
。
そ
の
真
っ
白
な
流
氷
原
の
鳴
き
声
が
真
っ
青
な
大

空
へ
は
る
か
遠
く
高
く
響
き
渡
っ
て
い
る
。「
流
氷
の
白
さ
」
と
「
空

の
青
さ
」
の
鮮
烈
な
対
象
が
「
流
氷
の
鳴
き
声
」
と
共
に
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
の
景
色
を
美
し
く
際
立
た
せ
て
い
る
佳
句
で
あ
る
。

春
誘
う
　
難
波
の
空
に
　
ふ
れ
太
鼓	

坂
本　

賢
一（
経
卒
）

蝋
梅
の
　
つ
や
あ
る
花
弁
　
輝
き
て	

坂
本　

賢
一（
経
卒
）

風
光
る

　
千
曲
の
水
面

　
銀
の
糸	

上
原　

秋
雄（
文
卒
）

〔
評
〕	「
風
光
る
」
と
い
え
ば
「
自
然
が
明
る
く
美
し
く
見
え
始
め
る
」
早
春

の
季
節
。
そ
の
早
春
の
陽
光
が
千
曲
川
に
さ
ん
さ
ん
と
降
り
そ
そ
ぎ
、

水
面
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
。
そ
の
瞬
間
、
瞬
間
の
連
続
す
る
美

し
い
煌
め
き
が
「
銀
の
糸
」
と
い
う
凝
縮
し
た
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い

る
。
文
豪
島
崎
藤
村
が
愛
し
た
千
曲
川
を
見
に
出
か
け
た
く
な
る
秀

逸
な
句
で
あ
る
。

瑣
事
な
ら
む
　
へ
こ
た
れ
る
な
と
立
夏
来
る	

榎
本　

真
一（
文
卒
）

〔
評
〕	

俳
句
マ
ニ
ア
だ
け
で
な
く
、四
八
会
全
会
員
を
励
ま
す
よ
う
な
応
援
句
。

会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

初
夏
だ
よ
り
　
我
を
励
ま
す
　
校
友
の
句
や	

三
橋　
　

隆（
文
卒
）

厄
あ
れ
ど
　
四
八
会
や
　
末
永
く	

三
橋　
　

隆（
文
卒
）

※
俳
句
同
好
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
今
回
の
会
長
の
よ
う
に
、皆
さ
ん
も
お
気
軽
に
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

勉強の成果をプレゼンする学生たち

会
員
だ
よ
り
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090 - 3504 - 0985

白門48会幹事長
中央大学評議員・学員会幹事
年次支部協議会副代表

佐 藤 愛 子

090 - 4098 - 7379

白門48会副会長
中央大学学員会協議員
㈱ディスカバリー代表取締役

島 崎 　 修

080 - 5009 - 2466

支
部
協
議
員
の
改
選

　

当
期
の
中
央
大
学
学
員
会
支
部
協

議
員
任
期
が
６
月
30
日
で
満
了
と
な

る
た
め
、
次
期
支
部
協
議
員
候
補
を

学
員
会
に
推
薦
し
ま
し
た
。
48
会
支

部
の
人
員
枠
は
８
名
（
一
号
協
議
員

４
名
と
三
号
協
議
員
４
名
）、
任
期

は
３
年
で
す
。

金
子
健
治
氏（
法
卒
：
留
任
）、

菊
田
和
行
氏（
法
卒
：
留
任
）、

宮
﨑
謙
一
氏（
法
卒
：
新
任
）、

左
居
康
雄
氏（
法
卒
：
新
任
）、

佐
山
洋
一
氏（
経
卒
：
留
任
）、

山
口
隆
司
氏（
理
工
卒
：
新
任
）、

島
崎
修
氏（
理
工
卒
：
留
任
）、

川
名
ま
ゆ
み
氏
（
文
卒
：
新
任
）
の

８
名
に
加
え
、
学
員
会
役
員
の
佐
藤

愛
子
氏
（
文
卒
）、
小
田
眞
一
氏
（
商

卒
）
と
支
部
長
の
榎
本
真
一
氏
（
文

卒
）
が
新
協
議
員
と
し
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

上
部
団
体
の
総
会

相
次
い
で
中
止

　

当
会
が
属
し
て
い
る
上
部
団
体
の

中
央
大
学
学
員
会
の
定
時
総
会
を
は

じ
め
、
全
国
支
部
長
会
議
、
定
時
協

議
員
会
、
さ
ら
に
は
大
学
が
主
催
す

る
商
議
員
会
、
ま
た
年
次
支
部
同
士

が
集
ま
っ
て
協
議
す
る
年
次
支
部
協

議
会
の
全
体
会
議
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
す
べ

て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
執
行
部

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
実
施

　

通
常
の
幹
事
会
が
開
催
で
き
な
い

状
況
な
の
で
、
執
行
部
で
は
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

感
染
拡
大
が
収
束
す
る
ま
で
は
、
こ

う
し
た
会
合
を
今
後
も
実
施
し
て
い

く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
困
窮
学
生

支
援
募
金
に
協
力

　

大
学
と
学
員
会
よ
り
標
記
の
募
金

に
対
し
、
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

緊
急
を
要
す
る
こ
と
な
の
で
執
行
部

で
協
議
し
、
48
会
と
し
て
10
万
円
の

募
金
を
決
定
し
ま
し
た
。
総
会
で
審

議
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
幹

事
会
で
の
議
案
審
議
に
お
い
て
今
年

度
予
算
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
承
認

し
ま
し
た
。

　

個
人
で
の
寄
付
も
で
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

叙
勲
の
お
祝
い

　

令
和
元
年
秋
の
叙
勲
が
11
月
３
日

発
表
さ
れ
、
当
会
の
瀨
川
徹
幹
事
が

永
年
の
功
績
を
認
め
ら
れ
旭
日
小
綬

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
称
賛
・
お

祝
い
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
会
の

名
誉
も
高
め
て
戴
い
た
こ
と
へ
謝
意

を
表
し
ま
す
。

■

訃
報

　

昨
年
12
月
の
白
門
レ
ガ
ッ
タ
で

活
躍
し
た
会
員
の
高
子
明
夫
さ
ん

︵
経
卒
︶
が
６
月
11
日
急
逝
さ
れ

ま
し
た
︒
葬
儀
は
家
族
葬
で
行
い

ま
し
た
︒
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
︒

パソコン画面に並ぶ幹事会のメンバー

幹事長 佐 藤 愛 子
〒192－0351　東京都八王子市東中野228－1101
Ｆ Ａ Ｘ：042－679－3329
携帯電話：090－4098－7379
Eメール：ai-mimo.310.dm@amber.plala.or.jp

《会費納入のお願い》

　白門48会は本年創立22周年を迎え、年間を通し
て全会員を対象にした各種同好会や定例懇親会な
どを活動の柱に、活発に事業を展開しております。
　本年は新型コロナウイルス感染拡大の影響で、さ
まざまな事業計画が実施できない状況に見舞われ
ておりますが、会報の発行やホームページの作成、
各種連絡業務など、会の維持発展のために必要な事
業は多く、その運営は皆様の会費で賄われます。
　会の円滑な運営のために、なにとぞ会費納入にご
協力くださいますようお願い申し上げます。
　会費の納入方法は、逐年ごとの納付となっており
ますので、単年度の納入が可能です。昨年納入を逃
した方でも、本年の会費納入に支障を生ずるもので
はありません。思い立った時に納入していただい
て結構です。
　厳しい経済状況の折、まことに恐縮ではございま
すが、ご賢察のうえ格段のご配慮をいただきたく、
よろしくお願い申し上げます。

白門48会
連絡先

お知らせ
の
ページ




